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記
す
る
。
小
淳
氏
の
方
式
は
漢
字
表
記
に
よ
り
近
い
形
で
、
イ
リ
ン
チ
ン
氏
の

場
合
は
文
語
モ
ン
ゴ
ル
語
表
記
に
よ
り
近
い
形
と
で
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

(
も
っ
と
も
、
「
子
」
の
意
を
表
す
こ
の
語
の
文
語
形
に
は
、

E
E
と

rcro
m
E

が
あ
っ
て
、
小
淳
氏
は
前
者
を
、
ィ
リ
ン
チ

ン
氏
は
後
者
を
採
用
し
た
と
い
う

だ
け
の
事
だ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
〉
。

こ
の
他
、
接
尾
僻

目ロ
Run
に
つ
い
て
も
、
雨
者
の
相
違
が
際
だ
つ
場
合
が
あ

る
。
副
動
詞
語
尾
の
「
阿
速
J
額
速
(
・

.s
ci--EC〉、
巴
速
J
別
速
(
・

Z
E

l
E
Z
Z)」
〔
noロ
〈
2
r
E
M
g
E
F同

FOE
-o〕
を
表
記
す
る
際
、

イ
リ
ン
チ
ン

氏
は
、
一

援
に

E
E
E
l
-
r
o
Z
と皆同
し
、
小
淳
氏
は

ム
自
己

系
と
、
・

rg
ロ

系
を
厳
格
に
使
い
分
け
る
。

t
と
d
の
使
い
分
け
の
貼
で
も
相
違
す
る
場
合
が

多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
は
か
ら
ず
も
時
を
同
じ
く
し
て
設
表
さ
れ
た
二
つ
の
ウ

イ
グ
ル
式
モ
ン
ゴ
ル
文
字
選
原
『
秘
史
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
主
張
し
て

存
在
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
専
家
の
詳
細
な
検
討
を
望
む
の
は
、
こ

の
故
で
あ
る
。

最
後
に
、
著
者
お
よ
び
読
者
諸
賢
に
、
こ
の
一
文
が
同
書
の
い
わ
ば
本
筋
で

な
い
テ
1
7
に
こ
だ
わ
る
、
し
か
も
不
十
分
な
紹
介
の
放
を
出
な
い
も
の
に
な

っ
た
事
を
お
詫
び
し
、
著
者
の
斯
皐
へ
の
寄
輿
の
ま
す
ま
す
堕
か
な
ら
ん
こ
と

を
祈
り
つ
つ
、
ま
た
私
た
ち
後
皐
に
い
よ
い
よ
大
き
な
摩
恩
を
今
後
も
獲
わ
ら

ず
賜
る
よ
う
願
い
つ
つ
筆
を
剃
く
。

一
九
八
七
年
八
月
呼
和
浩
特
内
蒙
古
大
皐
出
版
社

A
五

剣

二

八

七

頁

二

・
八
五
元

同

w
g
E
同
州
制
国
向
W
V胸

MJF冊
。
足
。
s
a
a
h円
5
1
2
e
aa
H
F司
司
。
『
迂

同
町
内
。

5
5
q
h

同

7
Z
N5
52
3
s
n
g
H
R『畑
、

岡

野

内

正

並
目
週
的
人
権
な
る
概
念
を
生
み
出
し
、

そ
れ
を
支
え
る
生
産
力
を
手
中
に
全

世
界
を
包
掻
せ
ん
と
す
る
近
代
西
洋
。
こ
れ
に
射
す
る
東
洋
は
、
無
主
睡
的
な

停
滞
の
も
と
に
あ
り
、
ひ
た
す
ら
西
洋
化
、
近
代
化
を
待
ち
望
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

存
在
で
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
非
西
欧
的
な
も
の
の
中
に
も
普
通
的
な
も

の
を
見
い
だ
し
、
西
洋
世
界
と
の
連
関
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
展
開
の
延
長
上

に
、
人
権
保
障
の
貸
現
を
主
陸
的
に
展
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う

ふ
M

西
洋
的
な
文
脈
で
の
普
遍
的
人
権
と
い
う
も
の
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性

(人
権

の
内
容
の
人
種
的
、
民
族
的
、
園
民
間
、
階
級
的
な
限
定
)
を
強
烈
に
意
識

し
、
同
時
に
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
批
剣
の
も
つ
寅
践
的
意
義
を
自
売
し
て
人
権
保
障

の
普
遍
的
笈
現
の
経
路
を
歴
史
的
に
展
望
す
る
か
に
み
え
る
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル

・

ウ
ォ
ラ
l
ス
テ
イ
ン
ら
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
濁
裁
的
な

政
治
世
制
下
に
あ
る
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
諸
園
の
み
な
ら
ず
ト
ル

コ
の
研
究
者
を
も
引
き
つ
け
た
の
は
、
そ
の
理
論
構
成
が
、
上
の
よ
う
な
問
い

に
答
え
る
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

ウ
ォ
ラ
l
ス
テ
イ
ン
編
集
の
雑
誌
レ
ピ
ュ
ウ
は
、
創
刊
鋭
か
ら
若
手
ト
ル

コ

人
研
究
者
に
よ
る
オ
ス

マ
ン
帯
図
史
批
判
刊
の
論
文
を
掲
載
す
る
。
翌
年
の
ア
ナ
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ー
ル
源
の
影
響
に
関
す
る
特
集
鋭
に
は
、
オ
ス
マ
ン
史
研
究
の
領
域
に

つ
い

て
、
大
家
ハ
り
l
ル

・
イ
ナ

ル
ジ
ク
が
登
新
一
し
、
そ
の
翌
年
に
は
ウ
ォ
ラ
l
ス

テ
イ
ン
自
身
に
よ
る
問
題
提
起
的
な
小
論
文
を
配
し
た
オ
ス
マ
ン
史
特
集
さ
え

組
ま
れ
て
お
り
、
以
後
八

O
一
年
代
に
入
っ
て
、
こ
の
方
向
で
の
研
究
が
陸
績
と

現
れ
る
に
い
た
る
。
八
七
年
刊
行
の
シ
ェ
ブ
ケ
ト
・
パ
ム
ク
の
著
作
に
績
く
本

書
は
、
一
九
世
紀
オ
ス
マ
ン
喬
園
経
済
史
研
究
に
お
け
る
こ
の
方
向
で
の
若
手

研
究
者
に
よ
る
最
近
の
成
果
で
あ
る
。

貿
易
お
よ
び
投
資
に
関
す
る
各
園
統
計
資
料
の
腫
系
的
な
整
理
加
工
に
重
黙

を
置
く
す
ぐ
れ
て
経
済
史
的
な
パ
ム
ク
の
著
作
に
比
べ
、
本
書
は
よ
り
社
舎
史

的
で
あ
る
。
一
衣
資
料
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
の
未
刊
行
文
書
、
議

舎
報
告
、
イ
ズ
ミ
ル
考
古
皐
博
物
館
裁
の
イ
ズ
ミ
ル
の
シ
ャ
リ
l
ア
法
廷
記
録

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
を
し
て
語
ら
し
め
る
と
い
っ
た
類
の
徽
密
な
分

析
、
網
羅
的
な
文
献
探
索
を
期
待
し
て
は
い
け
な
い
。
先
行
諸
研
究
の
成
果
に

依
援
し
、
必
要
に
臨
応
じ
て
断
片
的
な
一
衣
資
料
を
も
用
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
祉

舎
全
鐙
の
繁
化
に
つ
い
て
大
路
な
図
式
を
提
起
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
本
書

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
書
は
き
わ
め
て
図
式
的
、
か
つ
論
争
的
で

あ
る
。本

書
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
章

第
二
章

序二
つ
の
世
界
か
ら
一
つ
へ
日
オ
ス
マ
ン
脅
園
と
資
本
主
義
世
界

経
済

編
入
以
後
三
八

一
五
J
一
八
七
六
年
〉
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第
三
章

第
四
章

周
透
部
の
成
長
一
ア
ナ
ト
リ
ア
西
部
〈

一
八
四

0
1
一
八
七
六

年
〉

大
不
況
と
そ
の
後

結

論

第
五
章

第
六
章

第
一
章
は
、
著
者
の
園
式
の
簡
皐
か
つ
明
瞭
な
提
示
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ

れ
ま
で
「
ほ
と
ん
ど
の
オ
ス
マ
ン
史
専
門
家
」
が
と
っ
て
き
た
帯一
園
最
後
の

一

世
紀
に
つ
い
て
の
園
式
|
|
「
軍
事
的
敗
北
、
経
済
的
荒
腹
、
政
治
的
愚
行
の

果
て
に
、
破
局
と
全
面
的
尉
嬢
を
む
か
え
る
。
と
同
時
に
、
行
政
組
織
、
数
斉

制
度
、
運
輸

・
遁
信
網
の
改
善
に
向
か
う
重
要
な
動
向
が
定
着
す
る
。
」

(
一

ペ
ー
ジ〉

l
ー
を
次
の
三
黙
で
批
判
す
る。

第
一
に
、
古
典
的
制
度
の
全
面
的
衰
退
と
同
時
に
進
行
す
る
、
制
度
の
部
分

的
近
代
化
を
、
統

一
的
に
説
明
で
き
な
い
。
さ
ら
に
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
経
済
的
な
繁
栄
の
兆
候
と
の
整
合
性
に
至
っ
て
は
な
お

さ
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
勢
力
の
影
響
の
評
債
が
、
あ
い
ま
い

で
あ
る
。
こ
れ
は
封
外
関
係
が
専
ら
外
交
文
書
に
依
抽
嫁
す
る
外
交
分
析
と
し
て

扱
わ
れ
、
政
治
的
、
文
化
的
、
経
済
的
な
側
面
が
総
合
的
に
分
析
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
第
三
に
、
中
央
政
府
の
側
か
ら
み
た
、
図
家
中
心
の
歴
史
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
脅
園
の
官
僚
機
構
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
、

い
ま
だ

手
付
か
ず
の
も
の
も
多
い
膨
大
な
政
府
文
書
を
資
料
と
す
る
断
片
的
な
研
究
が

績
け
ら
れ
て
き
た
た
め
で
あ
り
、
よ
り
康
範
な
、
社
舎
史
的
な
資
料
を
も
用
い

た
、
統
一
的
な
テ
1
マ
に
も
と
づ
く
研
究
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。

-169-

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
黙
|

|
沓
来
の
園
式
の
論
理
的
不
整
合
、

あ
い
ま
い
さ
、
一
面
性
ー
ー
を
克
服
す
る
園
式
と
は
何
か
。
オ
ス
マ
ン
帯
園
の
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資
本
主
義
世
界
経
済
へ
の
編
入
に
伴
う
枇
倉
繁
化
の
諸
側
面
と
し
て
、
統
一
的

に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
著
者
は
言
う
。

こ
こ
で
「
資
本
主
義
世
界
経

済
」
の
概
念
に
つ
い
て
著
者
は
、
ウ
ォ
ラ

1
ス
テ
イ
ン
及
び
ホ
プ
キ
ン
ス

の
著

書
の
参
照
を
求
め
て
い
る
が
、
同
時
に、

著
者
自
身
に
よ
っ
て
も
、
キ
l
・
タ

ー
ム
の
説
明
の
形
で
ご
般
理
論
的
歴
史
的
説
明
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
ハ
世
紀
ま
で
の
オ
ス
マ
ン
帯
園
は
、
世
界
喬一
図
(
ウ
ォ

ラ
l
ス
テ
イ
ン
〉
、
世
襲
制
(
ウ
ェ

l
パ
l
〉、

責
納
再
配
分
的
統
合
(
ポ
ラ
ン

ニ

l
〉
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、
歴
史
分
析
上
の
一
単
位
を
な
し
て
お

り
、
こ
れ
を
古
典
時
代
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
射
し
、

一
五
、
二
ハ
世
紀
に
北
西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
と
し
て
登
場
す
る
経
済
関
係
の
濁
自
な
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界

帯
園
と
は
異
な
り
多
様
な
図
家
機
構
を
内
包
し
た
ま
ま
で
、
資
本
家
的
合
理
性

を
原
則
と
し
て
組
織
さ
れ
る
単

一
の
分
業
の
存
在
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る。

こ
れ
を
資
本
主
義
世
界
経
済
と
呼
ぶ
。
生
産
過
程
の
統
合
の
さ

れ
方
に
よ
っ
て
異
な
る
枚
盆
配
分
様
式
の
階
図
的
差
異
に
よ
っ
て
こ
れ
は
、
中

心
、
周
透
、
半
期
迭
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
披
張
期
と
牧
縮
期
と
を
長
期
間
に
循
環
(
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
)
さ
せ
な
が

ら
、
以
後
四
世
紀
に
わ
た
っ
て
外
部
世
界
を
編
入
し
つ
つ
扱
大
し
て
き
て
い

る
。
資
本
主
義
世
界
経
済
へ
の
編
入
(
生
産
過
程
が
リ
ン
ク
さ
れ
、
園
家
閲
シ

ス
テ
ム

に
統
合
さ
れ
る
〉
か
ら
周
遊
化
(
中
心
お
よ
び
中
十
周
遊
へ
の
従
属
〉
が

必
然
的
に
結
果
す
る
の
で
は
な
い
。
編
入
さ
れ
る
地
域
の
地
理
的
、
自
然
的
位

置
、
歴
史
的
欣
況
、
編
入
時
の
資
本
主
義
世
界
経
済
の
局
面
等
の
諸
要
因
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
、
編
入
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
様
々
な
祉
曾
集
闘
の
興
亡
、

相
互
闘
争
を
内
容
と
す
る
祉
舎
獲
容
の
結
果
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
内
部
の
位
置

付
け
が
決
ま
っ
て
く
る
。
オ
ス
マ
ン
帯
図
の
場
合
、
資
本
主
義
世
界
経
済
へ
の

編
入
と
そ
の
中
で
の
周
遺
化
と
は
、
時
期
的
に
異
な
る
二
つ
の
プ

ロ
セ
ス
と
し

て
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

章
別
構
成
の
意
闘
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
は
オ

ス
マ
ソ
帯
閣

の
資
本
主
義
世
界
経
済
へ
の
編
入
の
過
程
、
第
三
一
章
は
編
入
以
後
の
周
遊
化
の

過
程
、
第
四
章
は
そ
の
地
域
社
舎
サ
イ
ド
か
ら
の
検
設
、
第
五
章
は
周
遊
化
後

の
後
化
を
、

そ
れ
ぞ
れ
扱
う
。
一
般
的
な
形
で
は
ひ
と
ま
ず
明
確
に
さ
れ
た
著

者
の
図
式
は
、
オ
ス
マ

ン
帯
園
史
の
具
践
的
な
史
質
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
肉

附
け
を
輿
え
ら
れ
、
そ
の
安
嘗
性
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
は

一
九
世
紀
を
針
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
著
者
の
図
式
を

展
開
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

二
ハ
世
紀
以
降
の
オ
ス
マ
ン
帯
園
史
を
資
本
主
義

世
界
経
済
と
の
関
係
で
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い
う
課
題
が
た
だ
ち
に
生
じ
る
。

編
入
が
一

六
世
紀
に
開
始
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
み
を

封
象
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

第
二
章
は
、
編
入

に
つ
い
て
の
前
述
の
基
準
(
生
産
過
程
の
リ
ン
ク
、
園
家
間
シ
ス
テ
ム
へ
の
統

合
)
に
照
ら
し
て
一

六
世
紀
以
降
一
九
世
紀
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
、

編
入
の
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
資
本
主
義
世
界
経
済
と
古
典
時
代
オ
ス
マ
ン
帯
図
と
の

接
綱
が
始
ま
る

一
六
世
紀
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
脅
図

-
内
の
人
口
増
加
、
ア
メ
リ
カ
銀
の
流
入
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
、
オ
ス
マ

ン
帯一
園
か

ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

へ
の
小
菱
総
出
の
増
大
、
中
央
政
府
官
僚
に
よ
る
直
接
的
統
制

外
空
商
業
的
農

業

(
一
部
官
僚
麿
に
よ
る
密
貿
易
、
バ
ル
カ

ン
農
民
に
よ
る
像

剰
生
産
物
販
賀
)
の
展
開
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
資
本
主
義
世
界

経
済
と
の
接
鰯
に
起
因
す
る
オ
ス
マ
ン
帯
園
内
の
こ
の
よ
う
な
繁
化
に
つ
い

て
、
そ
れ
ら
は
、
古
典
時
代
の
有
力
者
・
農
民
関
係
を
強
化
す
る
の
み
の

一
時
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的
、
限
定
的
な
現
象
で
あ
り
、
長
期
間
な
編
入
の
開
始
を
告
げ
る
構
造
的
襲
化

を
示
す
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。

績
く
一
七
世
紀
か
ら

一
八
世
紀
半
ば
に
は
、

資
本
主
義
経
済
の
牧
縮
期
に
お

け
る
穀
物
債
格
下
落
に
起
因
し
て
封
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

貿
易
が
縮
小
す
る
。
こ
の
時

期
の
帯
園
の
祉
倉
繁
容
と
し
て
、
農
業
、
工
業
爾
部
門
に
お
け
る
徴
税
請
負
制

の
導
入
、
ア
l
ヤ
l
ン
層
の
撞
頭
、
火
器
で
武
装
し
た
傭
兵
の
登
場
等
が
概
観

さ
れ
、
生
産
へ
の
支
配
、
行
政
的
、

暴
力
的
諸
手
段
へ
の
支
配
の
観
黙
か
ら
、

中
央
政
府
支
配
の
弱
化
が
結
論
さ
れ
る
。
領
土
的
機
張
が
限
界
に
達
し
、
世
界

貿
易
の
流
れ
が
地
中
海
か
ら
大
西
洋
へ
シ
フ
ト
す
る
、
と
い
う
外
的
状
況
に
あ

っ
て
オ
ス
マ
ン
帯
園
が
直
面
し
た
こ
れ
ら
の
内
的
諸
困
難
の
い
く
つ
か
は
、
む

し
ろ
資
本
主
義
世
界
経
済
か
ら
排
除
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ

る。
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一
八
世
紀
中
十
ば
J
一
八
一
五
年
の
時
期
に
お
け
る
祭
化
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ

パ

側
に
つ
い
て
は
、
穀
物
債
格
の
上
昇
、
新
興
工
業
園
の
一
商
品
需
要
の
増
大
、
戦

争
と
革
命
の
連
績
に
よ
る
密
輸
と
投
機
的
利
得
罪
組
問
の
機
舎
の
槍
大
の
一
一
一
黙
が

傘
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
オ
ス
マ
ン
帯
園
側
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
分
析
が

行
わ
れ
る
。

ま
ず
、
事
寅
と
し
て
一
八
世
紀
竿
ば
に
始
ま
る
射
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
出
の
増
大

(
バ
ル
カ

ン
牢
島
、
西
部
ア
ナ
ト
リ
ア
か
ら
の
穀
物
、
家
畜
、

綿
花
〉
、
そ
の

捲
い
手
と
し
て
の
移
民
に
よ
る
非
ム
ス
リ
ム
系
一商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

(
バ
ル
カ
ン
牢
島
で
の
ギ
リ
シ
ャ
人
等
)
、
財
政
困
難
か
ら
の
悪
錦
町
に
よ
る
貨

幣
制
度
の
混
飢
に
よ
る
爾
替
、
金
貸
し
業
の
繁
祭
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
に
、
生

産
過
程
に
お
け
る
根
底
的
な
獲
化
と
し
て
、
チ

ア
ト
リ
キ
農
業
の
形
成
が
翠
げ

ら
れ
る
。
そ
の
特
色
は
、
チ
フ
ト
リ
キ
所
有
者
が
事
寅
上
の
土
地
所
有
権
を
持

ち
、
し
た
が
っ
て
さ
し
あ
た
り
私
的
利
害
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
チ

フ
ト
リ
キ
所
有
者
に
よ
る
監
督
の
も
と
で
生
産
過
程
が
再
編
さ
れ
、

商
品
作
物

が
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
労
働
の
側
か

ら
み
れ
ば
、

古
典
時
代
の
自
由
と
保
護
と
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
農
民
の
地

位
か
ら
、

良
く
て
刈
り
分
け
小
作
人
、

一
般
的
に
は
借
金
で
首
の
回
ら
な
い
小

作
人
な
い
し
追
い
立
て
を
く
っ
た
賃
金
労
働
者
の
地
位
へ
の
繁
化
で
あ
る
と
す

る
。
近
年
批
判
さ
れ
て
き
て
い
る
チ
フ
ト
リ
キ
H
大
幾
場
制
設
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
退
け、

む
し
ろ
大
農
場
経
営
へ
の
設
展
が
見
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、

チ
フ
ト
リ
キ
所
有
者
を
規
制
す
る
金
融
業
者
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
。
農
場

経
営
へ
の
長
期
的
投
資
よ
り
は
む
し
ろ
自
己
の
財
政
吠
況
の
改
善
の
み
を
求
め

る
、
不
在
地
主
化
し
た
チ
フ
ト
リ
キ
所
有
者
に
よ
る
農
民
搾
取
の
強
化
が
バ

ル

カ
ン
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
耐
震
民
の
反
感
を
呼
び
起
こ
し
、
一

九
世
紀
の

政
府
支
配
の
回
復
を
容
易
に
し
、
再
び
生
産
に
お
け
る
小
農
民
の
復
興
へ
道
を

開
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
産
過
程
の
深
み
か
ら
、
こ
の
時
期
に
世
田
頭
し
て
く
る
、
封
欧
貿

易
を
捻
う
非
ム
ス
リ

ム
仲
介
業
者
、

金
融
業
者
の
存
在
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
く
る
。
資
本
主
義
世
界
経
済
へ
の
編
入
に
よ
る
最
大
の
受
盆
者
で
あ
る
こ

の
麿
は
、

密
貿
易
を
可
能
と
す
る
中
央
政
府
の
弱
鐙
化
を
前
提
と
し
て
存
在
す

る
と
同
時
に
、

自
ら
の
基
盤
で
あ
る
帯
園
の
解
帥
涯
を
回
避
す
る
こ
と
に
利
害
関

係
を
持
つ
。
か
ね
て
よ
り
議
論
の
あ
る
ア
l
ヤ

l
ン
層
に
よ
る
同
盟
誓
約

三

八

O
八
年
〉
は
、
こ
の
利
害
関
係
を
示
す
も
の
と
許
領
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
貼
で
同
様
だ
っ
た
の
が
、
ま
ず
は
武
力
に
よ
っ

て
園
家
開
シ
ス
テ
ム
へ
の
統

合
を
迫
り

(
一
七
三
九
年
ベ
オ
グ
ラ
l
ド
候
約
起
黙
)
、
つ
い

で
は
シ
ス

テ
ム

内
の
勢
力
均
衡
の
た
め
に
脅
園
の
維
持
を
園
っ

た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
園
政
府
で
あ

る
。
逆
に
、
オ
ス

マ
ン
一
一
帝
圏
政
府
が
自
己
保
存
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
園
に

依
存
し
始
め
た
時
、
園
家
開
シ
ス
テ
ム
へ
の
統
合
は
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
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編
入
過
程
と
し
て
の
一
八
世
紀
半
ば
J

一
八
一
五
年
(
ナ
ポ
レ
オ
ン
戟
争
終

了
)
と
い
う
時
期
は
、
以
上
の
よ
う
な
萎
準
に
照
ら
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

四

ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
時
に
イ
ギ
リ
ス
爾
品
の
劉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
出
の
唯

一
の
中

継
地
と
な
っ
た
こ
と
、
よ
り
一
般
的
に
は
周
逸
部
と
し
て
の
ア
ジ
ア
と
の
中
聞

に
あ
る
と
い
う
地
理
的
位
置
と
い
う
理
由
か
ら
、
編
入
の
完
了
す
る
一
九
世
紀

初
頭
の
段
階
で
は
、
オ
ス
マ
ン
喬
図
は
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
、
半
周
迭
の
地
位
を

占
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
る
に
、

一
八
七

0
年
代
に
は
、

オ
ス
マ

ン
脅
閣
は
明
ら
か
に
周
迭
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

質
化
は
何
故
か
。
著
者
は
三
つ
の
決
定
要
因
を
区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界

経
済
の
動
向
、
オ
ス
マ
ン
帯
園
の
政
治
構
造
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
針
態
で

あ
る
。
周
噛
旭
化
の
過
程
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
分
析
さ
れ
る
。

第
三
慈
の
前
半
を
占
め
る
、
パ
ッ
ク
ス
・
プ
リ
タ

ニ
カ
及
び
タ
ン
ズ

ィ
マ
l

ト
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
著
作
に
も
と
づ
く
世
界
経
済
及
び
オ
ス
マ

ン
園

家
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

著
者

の
分
析
の
主
眼
は
、
第
三
章
の
後
半
及
び
第
四
章
で
展
開
さ
れ
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
分
析
に
あ
る
。
一
・
次
資
料
が
用
い
ら
れ
る
の
も
、
専
ら
こ
の
部
分
で

あ
る
。こ

と
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、

周
遊
化
過
程
に
お
け
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の

究
極
的
決
定
要
因
と
し
て
の
地
位
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
経
済
の
イ
ン
パ

ク
ト
に
せ
よ
、
中
央
政
府
の
政
策
に
せ
よ
、
地
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
封
態
に
よ

っ
て
、
そ
の
具
陸
的
な
殺
果
は
獲
形
さ
れ
う
る
。
地
域
レ
ベ
ル
で
の
具
陸
的
な

封
聴
に
お
け
る
主
腫
性
こ
そ
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
視
角
は
、
中
央
政
府
の
政
策

執
行
に
あ
た
る
地
方
官
僚
、
資
本
主
義
世
界
経
済
の
中
心
部
の
利
盆
を
追
求
す

る
外
園
入
居
住
者
(
資
本
家
、

政
府
代
表
〉
、
現
地
仲
介
業
者
(
商
人
、
徴
税

請
負
人
、

金
貸
し
業
者
〉
、
農
民
の
四
者
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
捻
い
手
と
し
て

析
出
し
、
さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
周
遊
化
へ
の
主
鐙
的
な
要
因
を
探
ろ
う
と
す
る

も
の
に
な
る
。

第
三
章
の
後
宇
部
分
で
は
、
ま
ず
貿
易
の
伸
び
、
ィ
ズ
ミ
ル
滋
等
の
後
背
地

で
の
爾
品
作
物
生
産
、
納
税
に
お
け
る
貢
献
度
の
貼
か
ら
、
西
部
ア
ナ
ト
リ
ア

が
周
透
化
過
程
の
典
型
と
さ
れ
、
分
析
封
象
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
つ
い
で
生

産
過
程
の
分
析
に
移
り
、
先
行
研
究
の
成
果
を
イ
ギ
リ
ス
領
事
報
告
等
で
補
足

し
つ
つ
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
人
口
密
度
の
低
さ
か
ら
く
る
努
働
力
不
足
に
規

定
さ
れ
て
、

一
九
世
紀
を
通
じ
て
小
農
民
(
四
J
五
人
の
労
働
力
か
ら
な
る
家

族
が
二
頭
の
牛
と
一
時
的
な
外
部
労
働
力
の
補
助
に
よ
っ
て
耕
作
し
う
る
八
ヘ

ク
タ
ー

ル
以
下
の
農
地
を
保
有
〉
生
産
が
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
ア
1
ヤ
l
ン
麿
は

一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
全
盛
期
に
お
い
で
さ
え
も
主
と

し
て
所
有
地
を
細
分
し
て
小
農
民
に
貸
し
出
し
、
農
業
生
産
組
織
の
賀
質
を
鎚

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ア
l
ヤ
l
ン
層
の
波
落
(
一
八
二
八
年
針
露
戦

争
制
期
)
後
、

夫
役
労
働
が
禁
止
さ
れ
、

大
農
場
の
耕
作
放
棄
が
報
告
さ
れ
る

吠
況
下
で
、
究
極
的
に
は
小
農
民
が
、
一
八
四

0
年
代
以
降
の
世
界
経
済
の
績

張
局
面
と
自
由
貿
易
陸
制
の
中
で
輸
出
向
け
農
産
物
生
産
に
封
臆
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
基
底
と
も
い
う
べ
き
生
産
過
程
を
押
さ
え

た
う
え
で
、
ま
ず
税
牧
の
増
加
を
第

一
義
的
に
追
求
す
る
中
央
政
府

の
政
策

(
税
制
改
革
、
綿
花
等
特
定
商
品
生
産
奨
励
策
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
の

バ
ル
カ
ン
難
民
の
定
住
政
策
等
)
と
そ
の
執
行
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。

主
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
領
事
報
告
、
非
ム
ス
リ
ム
住
民
の
法
的
卒
等
に
関
す
る
法
改
一革
の
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執
行
に
つ
い
て
は
特
に
イ
ズ
ミ
ル
の
シ
ャ
リ
l
ア
法
廷
記
録
に
依
録
し
て
、
一

九
世
紀
後
宇
の
中
央
政
府
の
政
策
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
農
業
の
資
本
主
義
世
界
経

済
へ
の
統
合
を
進
め
る
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
地
方
に
お
い
て

は
有
数
な
執
行
手
段
を
紋
い
て
い
た
、
と
結
論
さ
れ
る
。

衣
に
外
園
入
居
住
者
の
役
割
が
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
側
資
料
に
よ
っ
て
検
討

さ
れ
、
一
八
四
三
年
に
特
許
獄
を
得
て
一
八
四
七
年
に
破
産
し
た
ス
ミ
ル
ナ
商

業
銀
行
の
願
末
、
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
農
場
開
設
、
一
八
六
六
年

に
開
通
し
て
以
後
事
業
を
運
輸
部
門
に
限
定
す
る
銭
道
舎
祉
等
の
事
例
か
ら
、

外
園
領
事
の
後
ろ
だ
て
を
も
っ
外
園
人
資
本
家
も
、

現
地
仲
介
業
者
と
競
合
し

て
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
食
い
込
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ

る。
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こ
う
し
て
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
配
者
と
し
て
農
民
と
の
接
織
を
濁
占

す
る
仲
介
業
者
が
、
分
析
の
焦
粘
'
と
な
る
。
仲
介
業
者
は
、

十
分
の
一
税
の
徴

枚
、
生
産
物
(
現
物
納
の
場
合
の
十
分
の
一
税
、

も
し
く
は
徐
剰
生
産
物
〉
の

輸
迭
、
貨
幣
貸
し
付
け
の
三
つ
の
経
路
で
農
民
と
接
綱
す
る
が
、
資
金
力
の
あ

る
も
の
は
こ
の
三
機
能
を
粂
ね
て
お
り
、
し
ば
し
ば
イ
ス
タ
ン
プ
ル
の
金
融
業

者
と
結
び
附
い
て
い
た
。
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
側
資
料
に
依
援
し
つ
つ
、
こ
の
よ

う
な
仲
介
業
者
に
と
っ
て
は
、
長
期
的
な
投
資
を
必
要
と
し
リ
ス
ク
の
大
き
い

生
産
や
一
商
業
へ
の
資
本
投
下
よ
り
は
、
オ
ス
マ

ン
一帝
園
の
行
政
的
、
財
政
的
混

鋭
(
徴
税
請
負
、
貨
幣
、
金
融
政
策
〉
を
前
提
す
る
投
機
、
爾
替
、
高
利
貸
付

へ
の
資
本
投
下
の
ほ
う
が
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
編
入
後
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
周
透
化
の
方
向
で
再
編
さ
れ
た
の

は
何
故
か
。

第
四
章
は
、
こ
の
間
い
に
答
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
ま
ず
一
八
四

0
1
一
八
七
六
年
に
つ
い
て
断
片
的
な
イ
ギ
リ
ス
側
資
料
か
ら
作
成
さ
れ
た
貿

易
及
び
生
産
統
計

(
附
録
に
七
表
を
牧
録
〉
に
よ
っ
て
、
輸
出
超
過
に
よ
る
イ

ズ
ミ

ル
地
方
へ
の
富
の
蓄
積
、
輸
出
の
伸
び
を
リ
ー
ド
し
た
一
八
五

0
1
一
八

六

0
年
代
に
お
け
る
特
定
農
産
物
(パ
ロ
ニ
ア
、
ア
カ
ネ
、
干
し
ぶ
ど
う
、
阿

片
、
綿
花
)
の
債
格
上
昇
、
一
八
四
五
J
一
八
七
六
年
の
時
期
の
イ
ズ
ミ
ル
地

方
の
農
業
総
生
産
額
は
八
倍
に
、
一
入
賞
り
で
は
六
倍
に
成
長
し
た
こ
と
等
が

指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
富
が
流
出
し
う
る
経
路
に
つ
い

て
検
討
し
、
投
資
収
盆
迭
金
は
銭
道
曾
祉
の
み
で
極
め
て
僅
か
で
あ
り
、

輸
入

代
金
支
携
は
相
射
的
に
は
増
加
し
て
も
輸
出
の
伸
び
に
は
る
か
及
ば
ず
、
中
央

政
府
へ
の
租
税
支
梯
は
過
大
評
債
さ
れ
て
い
る
上
、
生
産
の
伸
び
に
は
及
ば
な

い
と
す
る
。
さ
ら
に
イ
ズ
ミ
ル
後
背
地
農
村
に
お
い
て
生
活
水
準
の
目
立
っ

た

向
上
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

農

村

に
比
較
し
て
租
税
負
鎗
が
軽

く
、
商
業
活
動
の
著
し
い
集
中
が
見
ら
れ
る
海
岸
都
市
、
と
り
わ
け
イ
ズ

ミ
ル

に
富
が
集
中
し
た
、
と
す
る
。
こ
の
富
の
分
配
に
あ
ず
か
っ
た
集
圏
と
し
て
、

都
市
近
郊
の
小
農
民
、
ラ
ク
ダ
に
よ
る
輪
迭
に
従
事
す
る
遊
牧
民
、
都
市
及
び

近
郊
の
賃
金
努
働
者
が
あ
る
が
、
最
大
の
受
盆
者
は
、
非
ム
ス
リ
ム
仲
介
業
者

で
あ
る
と
い
う
。
一
八
世
紀
末
以
降
、

移
民
に
よ
っ
て
散
在
す
る
内
外
の
問
宗

涯
の
業
者
と
の
聞
に
地
域
的
、
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
戦
略
的
な
位

置
を
占
め
て
き
た
ア
ル
メ

ニ
ア
人
や
ギ
リ
シ
ャ
人
業
者
等
非
ム

ス
リ
ム
の
富
の

E
大
さ
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
法
廷
や
イ
ズ
ミ
ル
の
シ
ャ
リ
l
ア
法
廷
に
残
さ
れ

た
遺
言
紋
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
に
濁
し
て
、
古
典
時
代
以
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
市
場
と
無
縁
な
喬
入
居
、
弱
腹
化
し
た
中
央
政
府
の
後
ろ
だ
て
し
か
な

い
地
方
政
府
官
僚
、
そ
も
そ
も
非
ム
ス
リ
ム
仲
介
業
者
に
依
存
し
て
そ
の
地
歩

を
築
い
た
ア
l
ヤ
l
ン
居
等
の
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
は
、
こ
の
富
の
分
配
に

あ
ず
か
れ
ず
波
落
す
る
。
法
廷
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
シ
ャ
リ
l
ア
の
厳
格
な

適
用
に
よ
る
土
地
細
分
化
、
さ
ら
に
職
入
居
が
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
製
品
と
競
合
す
る
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織
物
業
等
へ
歴
史
的
に
特
化
し
て
い
た
こ
と
も
、

ム
ス
リ
ム
の
波
落
要
因
と
し

て
作
用
し
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
分
析
か
ら
、
編
入
後
と
り
わ
け

一
八
五

0
1
一
八
六

0
年
代
の
資
本
主
義
世
界
経
済
の
需
要
に
針
路
す
る
市
場
の
作
用

こ
そ
が
、
保
守
仮
の
中
央
・
地
方
官
僚
に
よ
る
古
典
時
代
へ
の
復
蹄
運
動
、

外

園
人
と
改
革
汲
官
僚
に
よ
る
中
央
政
府
機
力
強
化
の
動
き
を
打
ち
破
り
、
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
の
位
置
を
占
め
る
非
ム
ス
リ
ム
仲
介
業
者
に
利
得
の
機
舎

を
輿
え
、
輸
出
向
け
農
産
物
生
産
の
方
向
に
組
織
し
て
周
退
化
を
押
し
進
め
る

力
と
な
っ
た
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。

五

世
界
的
な
債
格
の
低
落
傾
向
と
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
地
位
の
低
落
傾
向
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
一
九
世
紀
末
大
不
況
期
(
一
八
七
三
J
一
八

九
六
年
)
は
、
ア
プ
ド
ュ

ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
統
治
期
(
一
八
七
六
J
一
九

O
八

年
)
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。
第
五
草
は
、

著
者
の
闘
式
に
よ
っ
て
、
間
明
旭
化
が

完
了
し
て
以
降
の
こ
の
時
期
に
つ
い
て
の
先
行
諸
研
究
の
成
果
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。

著
者
は
、
共
和
園
初
期
の
歴
史
家
に
よ
る
こ
の
時
期
の
停
滞
性
を
強
調
す
る

所
設
、
近
年
の
こ
の
時
期
へ
の
再
評
債
(
政
府
枚
入
婿
加
、
官
僚
機
構
整
備
、

教
育
改
革
、
経
済
援
展
、
借
款
返
済
等
の
強
調
〉
の
雨
設
を
一
面
的
と
す
る
。

そ
し
て
、
列
強
間
の
針
立
(
中
心
と
中
十
周
迭
と
の
闘
争
)
こ
そ
オ
ス
マ

ン
喬
園

の
形
式
的
濁
立
を
保
持
さ
せ
、
青
年
ト
ル
コ
や
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
の
祉
舎

運
動
が
生
じ
る
徐
地
を
輿
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
P
D

A

(
公
債
管
理
局
)
を
通
じ
る
超
園
家
的
レ
ベ
ル
で
の
金
融
資
本
の
支
配
を
強

調
し
、

P
D
A
こ
そ
が
大
不
況
期
の
篠
件
の
も
と
で
自
ら
の
官
僚
機
構
を
通
じ

て
、
時
に
は
生
産
者
と
組
ん
で
(
タ
パ

コ
専
賓
の
場
合
)
抵
抗
す
る
仲
介
業
者

を
打
ち
負
か
し
、
こ
れ
を
排
除
し
て
二
O
世
紀
初
頭
の
プ
l
ム
一再
来
に
あ
た
っ

て
園
家
官
僚
と
新
し
い
ム
ス
リ
ム
・

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
盟
国
頭
を
準
備
し
た
、

と
し
て
い
る。

第
六
章
で
は
、
本
書
全
陸
の
結
論
が
、

通
読
批
剣
の
四
つ
の
論
黙
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
の
論
黙
は
、

ト
ル
コ
共
和
園
時
代
の
社
舎
に
お
け
る
図
家
の
異
常
な
強

大
さ
を
、
オ
ス
マ
ン
一一帝
園
時
代
の
遺
産
と
み
る
考
え
方
へ
の
批
判
円
で
あ
る
。
著

者
は
、
古
典
時
代
の
世
界
帯
図
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン
脅
図
と
編
入
後
の
資
本
主

義
世
界
経
済
内
部
の
園
家
開
シ
ス
テ
ム
の
一

部
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン
園
家
と
を

峻
別
す
る
。
共
和
園
が
受
け
継
い
だ
強
大
な
園
家
は
、
一
九
世
紀
の
編
入
、
周

透
化
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
資
本
主
義
世
界
経
済
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。第

二
の
論
結
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
周
迭
化
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た

非
ム
ス
リ
ム
仲
介
業
者
を
、
外
園
資
本
の
手
先
H
H
買
緋
と
み
る
考
え
方
へ
の
批

剣
で
あ
る
。
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
代
表
す
る
彼
ら
は
、
利
潤
極
大
化
を
求
め

る
資
本
家
と
し
て
主
践
的
に
周
逃
化
の
捻
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限

り
で
は
中
心
部
資
本
家
と
針
立
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

第
三
の
論
黙
は
、
需
園
末
期
と
共
和
園
時
代
初
期
の
市
民
社
舎
の
弱
さ
を
、

古
典
オ
ス
マ
ン
時
代
の
末
世
間
た
る
近
東
文
化
の
特
質
と
み
る
考
え
方
へ
の
批
判

で
あ
る
。

著
者
は
、
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
根
ざ
し
た
資
本
家
で
あ
る
非
ム
ス

リ
ム
仲
介
業
者
こ
そ
が
一
帝
図
を
掘
り
闘
し
、
純
粋
の
市
民
社
舎
を
設
展
さ
せ
る

櫓
い
手
で
あ

っ
た
と
す
る
。
一
八
七
0
年
代
以
降
の
中
央
政
府
官
僚
と
超
園
家

的
金
融
資
本
と
に
よ
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
直
接
把
握
、
他
方
で
の
非
ム
ス

リ
ム
仲
介
業
者
の
孤
立
化
こ
そ
が
、

市
民
社
舎
展
開
の
芽
を
潰
し
た
も
の
と
み

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
資
本
主
義
世
界
経
済
の
濁
自
の
展
開
の
所
産
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で
あ
る
と
す
る
。

第
四
の
論
黙
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
と
接
聞
し
て
以
降
の
オ
ス
マ
ン
帯
園

が
、
ひ
た
す
ら
長
期
間
な
淡
落
、
解
陸
の
道
を
歩
ん
だ
と
み
る
考
え
方
へ
の
批

判
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
九
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
帯
圏
は
、
資
本
主
義
世
界
経
済

に
お
け
る
牢
周
迭
の
位
置
に
通
じ
る
可
能
性
の
あ
る
歴
史
的
岐
路
に
二
度
さ
し

か
か
っ
た
と
み
る
。
第
一
は
、
一
八

0
0年
代
で
あ
り
、
英
併
封
立
の
朕
況
の

も
と
で
の
英
の
援
助
が
そ
の
可
能
性
を
聞
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
地
仲
介
業

者
に
よ
っ
て
そ
の
貫
現
は
阻
ま
れ
た
。
第
二
は
、
一
八
七

0
年
代
で
あ
り
、
非

ム
ス
リ
ム
仲
介
業
者
に
よ
る
園
家
権
力
の
獲
得
が
そ
の
可
能
性
を
開
く
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
、
超
園
家
的
金
融
資
本
と
結
ぶ
中
央
政
府
官
僚
に

よ
っ
て
阻
ま
れ
た
。
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
園
の
周
逸
化
は
、
究
極
的
に
は
資
本
主
義
世

界
経
済
の
展
開
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
祉
舎
諸
集
闘
聞
の
闘
争
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ム
ノ、

175 

以
上
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
著
者
は
、
濁
自
の
園
式
に
も
と
@つ
い
て

一
九

世
紀
オ
ス
マ
ン
帯
図
史
の
史
質
を
整
理
し
、
通
読
と
は
異
な
る
歴
史
像
を
描
い

た
。
そ
こ
で
は
、
オ
ス
マ
ン
一
帝
園
祉
舎
は
、
世
界
的
な
シ
ス
テ
ム
を
主
陸
的
に

構
成
す
る
部
分
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
園
史
を
彩
る
諸
祉
倉

集
圏
聞
の
闘
争
は
、
同
時
に
世
界
シ
ス
テ
ム
内
部
の
喬
園
の
位
置
を
決
定
す
る

闘
争
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
、
い
わ
ゆ
る

東
洋
停
滞
論
H
H
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
菟
れ
る
た
め
の
優
れ
た
方
法
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
七
七
年
以
来
の
ウ
ォ
ラ
l
ス
テ
イ
ン
拳
波
に
よ

る
オ
ス
マ
ン
帯
園
史
の
見
直
し
は
、
こ
の
方
向
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
本
書
に
よ
っ
て
一
際
の
到
達
黙
に
達
し
た
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

問
題
も
な
し
と
し
な
い
。

ま
ず
自
に

つ
く
の
は
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
、

一
九
世
紀
祉
舎

の
方
向
を
決
定
づ
け
た
と
さ
れ
る
非
ム

ス
リ
ム
仲
介
業
者
を
、
市
民
社
舎
の
捻

い
手
と
す
る
図
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
。

け
だ
し
市
民
社

舎
と
は
、
人
権
保
障
な
い
し
民
主
主
義
と
密
接
に
結
び
附
い
て
、

経
済
、

政

治
、
思
想
の
各
レ
ベ

ル
に
わ
た
る
全
鐙
と
し
て
近
代
西
欧
に
お
い
て
構
想
さ
れ

て
き
た
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
お
い
て
も
、
ウ
ォ
ラ

l
ス
テ
イ

ン
自
身
に
よ
っ
て
も
、

具
陸
的
質
詮
に
耐
え
う
る
ほ
ど
の
こ
の
概
念

の
整
理
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
論
勲
が
、

オ
ス
マ
ン
祉
舎
の
主
睦
性
を
強
調
す

る
際
の
本
書
の
核
心
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
ウ
ォ

ラ
I
ス
テ
イ

ン
皐
波
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
概
念
の
理
論
的
整
理
を
も
含
め
て
、

い
ま
少
し
く
彼
ら
の
具
健
像
が
描
か
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
こ

れ
ら
仲
介
業
者
を
、
買
緋
で
は
な
く
資
本
家
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
で
あ
れ

ば、

農
業
生
産
の
捻
い
手
と
さ
れ
る
小
農
民
と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
、
周
遊

資
本
主
義
の
設
展
と
市
民
社
舎
の
関
連
が
園
式
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

上
で
、
こ
の
地
域
の
特
殊
性
の
十
全
な
把
握
の
た
め
に
は
、
エ

タ
テ

イ
ズ
ム
の

み
な
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
イ
ス
ラ
ミ
ズ

ム
と
の
関
連
、
彼
ら
自
身
の
宗

致、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
も
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

せ
っ
か
く
の
シ
ャ
リ
l
ア
法
廷
記
録
も
、
こ
の
方
向
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
黙
で
は
、

「
一
次
資
料
に
も
と
づ

い
た
個
別
具

A
8
)
 

鐙
的
な
事
例
を
も
た
ぬ
ま
ま
に
議
論
」
と
い
う
永
田
雄
三
氏
の
批
剣
が
、
依
然

と
し
て
あ
て
は
ま
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
著
者
も
十
分
に
自
売
し
て
お

り
、
本
書
の
意
義
も
、
作
業
仮
設
的
な
全
腫
像
の
提
出
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ

ζ

ソ。
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